
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

10／10（火）に，講師として伊仙町分遣隊の方々を

お招きし，火災想定の避難訓練を行いました。今年度も，

緊急時に備え，訓練日を知らせず実施しました。突然の

訓練開始でしたが，みん 

なルールを守り，冷静に 

避難することができまし 

た。 

お話の中で，火災にお 

いては一酸化炭素中毒が 

最も恐ろしく，室内で， 

カセットコンロ等を使用 

する際にも，一酸化炭素 

中毒の危険性があり，定 

期的な換気を行う必要が 

あることについて教えて 

いただきました。御家庭 

でも，十分に御留意くだ 

さい。 

学校だより 校訓 ≪やさしく かしこく たくましく≫ 

 

 

 

 

教育目標  「ひとみ輝く，喜念心清らっ子を育てる」 

 

 

きむ清らっ子 
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１１月の主な行事予定 

 

１日（水）～７日（火）県民週間 

１・２・６・７日   授業参観週間 

２日（木） 学習発表会 

家庭教育学級・給食試食会 

学校運営協議会 

 ３日（金） 文化の日 

 ８日（水） 交通安全指導日（榎本さん） 

 ９日（木） はこぶっく 

１０日（金） 児童総会，ノーメディア 

１１日（土） 第２土曜授業日，算数検定 

１３日（月）～１７日（金）いい歯ニッコリ喜念週間 

１３日（月）～２４日（金）校内読書旬間 

１４日（火）～２４日（金）学力アップ週間 

２２日（水） 学校保健委員会 

全体PTA・学級PTA 

２３日（木） （祝）勤労感謝の日 

読書の日・ノーメディア 

２５日（土） クリーン作戦 

 

☆ ＜期日未定＞ 子ども会もちつき大会 

「効果的な振り返り」と「自己効力感」 
校長 平山 啓  

 

 令和５年度の全国学力・学習状況調査の結果が届きました。 

 本校は，国語・算数ともに，全国平均通過率を下回る結果でした。調査において，６年生の４名は，最後まで諦め

ることなく精一杯取り組む姿があり，「無回答」は一つもありませんでした。結果としては，全国平均通過率を下回

りはしたものの，最後まで諦めずに取り組む姿は，たいへんすばらしいものだったと思っています。この点について

は，大いに誇れることだと思っています。 

 

 一方で，「下回る」は事実であり，学校での授業の在り方や家庭学習の在り方については，結果を踏まえた改善を

進めていく必要があります。今年度も，実施直後から解答の分析を行い，より分かる授業を目指した改善策を協議・

実践しながら，学力向上に向けた取組を進めているところです。 

 

さて，狭義での学力，つまり，テストの点数や問題の正否を考えた場合，記憶は重要な要素になります。学んだ内

容をいかにして継続的に記憶できるようにするか，すなわち，「効果的な振り返り」について知り，実践に結び付け

ていくことは，効率的な学習を進める観点からもたいへん重要です。 

 

 かつて，カナダにあるウォータールー大学で， 

「忘却と復習」に係る研究が行われました。 

右の図は，その研究結果を表したものです。 

 

図の左下から始まる太めの山なりの線は記憶 

の推移です。最初，何も知らなかったところか 

ら知識を獲得した状態を100%とします。この 

記憶は，何もしなければどんどん忘れられていき 

ます。そして，30日目には，記憶は20％程度 

まで下がってしまいます。 

 

ではどうしたら知識をしっかりと記憶させられるのでしょうか。 

それが，上部にある波線の部分です。記憶を保つためには，知識を得た後，まず，24時間以内に10分程度の振

り返りを行います。すると，記憶率は100％に戻ります。その次の振り返りを1週間以内に5分，さらにその次の

振り返りを１か月以内に2～4分行います。すると，記憶を高いレベルで保持することが可能となります。 

 

 テストの点数や問題の正否は，学力の一部に過ぎません。しかし，自らの成果を図る指標の一つとなるのは間違い

ありませんし，よい点数が取れたり問題が正解できたりすることは，「自分はできる」との自己効力感につながるの

も確かです。 

学校において，子供たちは，一生懸命に学びを進めています。授業では，新しい内容の学習を進めながら，より効

果的な復習も取り入れています。家庭学習においても，より効果が高いと思われる学習を進めてほしいと思っていま

す。その上で，ぜひ子供たちに，「やればできる」と感じてほしいと願っていますし，学習を通して，自己効力感を

高めていってほしいと願っています。 

【入賞おめでとう！】 
 
○ 県児童生徒作文コンクール 地区審査 

地区特選 ６年：中原 瑠唯 

 

 

10/19（木）に，町陸上記録会が実施されまし

た。記録会に向けて，５・６年生は，放課後の特別練

習に全力で取り組み続けました。新校舎建築工事の関 

係があり，十分な練習が 

できる環境ではありませ 

んでしたが，一人一人が 

しっかりと目標をもって 

練習を重ねる中で，力を 

つけ成長しました。 

当日は，絶好のコンデ 

ィションに恵まれ，子供 

たちはそれぞれ，持って 

いる力を存分に発揮しな 

がら自己新を目指し，記 

録会に臨みました。目標 

に向かって努力すること 

の喜びを感じた記録会に 

なったと思います。 

町小学校陸上記録会 

 

 

【記事作成者…５年 元岡 真希也】 

10/20（金）に，日本復帰学習会をしました。富本先生が講師と

して来てくださいました。学習会では，「泉 芳朗さん」のことや「太

平洋戦争が始まった理由」などを教えていただきました。１番心に残

ったのは，太平洋戦争が始まった理由についてです。学習会で，戦争

や復帰について，たくさんのことを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奄美群島日本復帰70周年記念事業として，伊仙町主催の「日本

復帰記念祭」が，以下のとおり行われます。先人の志や願いを知

り，今後につなげていくための貴重な機会になると思います。 

 ぜひ，御参加ください。 

 

     期日：１２月２４日（日） 

場所：第１部…泉芳朗記念公園  9:00～ 

        第２部…ほーらい館   10:30～ 

「児童の記事」日本復帰学習会 

日本復帰記念祭 

火災避難訓練 


